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愛知県では、車社会が抱える課題を解決するとともに、自動車産業の更なる発展を目指し、

産・学・行政が一体となってITSの推進を図っていくため、「愛知県ITS推進協議会」を、平成

10年に全国に先駆けて設立し、ITSの普及・実用化に向けて取り組んできました。

平成16年には「ITS世界会議愛知・名古屋」が開催され、この地域におけるITSの導入促進へ

の大きな契機となり、また、平成17年には「愛・地球博」が開催され、会場へのアクセスにお

いてITSが活用されるなど、ITSの理解を深める絶好の機会となりました。

こうした世界会議や愛・地球博における成果と理念を継承し、ITSの理解をより深めていただ

くため、愛知県ITS推進協議会及び中部経済新聞社は、平成17年より「あいちＩＴＳワールド」

を名古屋モーターショーと連携して開催してまいりました。

8回目となる「あいちITSワールド2019」は、講演会や学生の研究発表、企業や大学等によ

る最新のITS技術などの展示、自動運転バスの試乗会、衝突被害軽減ブレーキを体験できる試乗

会やスタンプラリーなど、社会人から学生、さらには子供までの幅広い層の方々に楽しんでいた

だける内容で実施し、会期中の来場者は延べ18万3,250人に上り、多くの方にITSを知っていた

だく機会となりました。

この度、今回の開催結果をとりまとめた実施報告書を作成いたしましたので、御覧いただけれ

ばと存じます。

開催にあたり、特別協力をいただきました特定非営利活動法人ITS Japan、後援をいただきま

した一般社団法人日本自動車工業会、公益社団法人自動車技術会、そして試乗会、講演会の実施

や展示などに御協力をいただきました関係者の皆様におかれましては、改めてお礼申し上げます。

最後に、今後もこの地域のITSの進化・普及に、御支援と御協力を賜りますよう、よろしくお

願い申し上げます。

２０２０年３月

愛知県ITS推進協議会

中部経済新聞社



目 次

2

１．開催概要等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

２．合同開場式 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４

３．愛知県ＩＴＳ推進協議会会長（愛知県知事）の会場視察 ・・・・・・・・・・・・・５

４．講演会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６

５．学生の研究発表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７

６．展示内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９

（１）企業・行政出展ブース ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１

（２）大学ブース ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５

７．参加体験企画

（１）自動運転バス試乗会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８

（２）超小型モビリティ試乗会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９

（３）セーフティドライブ同乗試乗会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２０

（４）駐車支援システム体験試乗会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２１

（５）スタンプラリー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２

８．参考資料

（１）印刷物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３

（２）新聞記事 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２８



１．開催概要等

○主 催：愛知県ＩＴＳ推進協議会、中部経済新聞社

○日 程：令和元年１１月２１日（木）～１１月２４日（日）

９：００～１８：００

※第２１回名古屋モーターショーと同時開催

○場 所：ポートメッセなごや（名古屋市国際展示場）第１展示館（下図参照）

○企画内容

○特別協力：特定非営利活動法人ＩＴＳＪａｐａｎ

○後 援：一般社団法人日本自動車工業会、公益社団法人自動車技術会

・参加体験企画

自動運転バス試乗会、超小型モビリティ試乗会、セーフティドライブ同乗試乗会、

駐車支援システム体験試乗会、スタンプラリー

・展示

○会場位置

○期間中の天気・気温・来場者数

区分
11月21日

(木)
11月22日

(金)
11月23日

(土)
11月24日

(日)

天 気 晴 曇のち雨 晴 曇 -

気 温 15.9 12.4 21.6 20.8 -

来場者数 21,183人 26,691人 65,745人 69,638人 計 183,257人
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・学生の研究発表 「あいち発！ＩＴＳ学生研究ライブ２０１９」

・講演会

○名 称：あいちITSワールド2019

～テクノロジーが変えるモビリティ。もっと安全・安心・快適に～



２．合同開場式

○日 時：11月21日（木） 8：30～9：00

○場 所：交流センター エントランス

【次第】

（１）主催者・来賓紹介

・主催者

中部経済新聞社 代表取締役社長 恒成 秀洋

東海ラジオ放送 代表取締役社長 小畑 耕一

中日新聞社 常務取締役 井戸 義郎

中日スポーツ 総局長 末次 秀行

東海テレビ放送 専務取締役 春田 亮介

愛知県ＩＴＳ推進協議会 会長 (愛知県知事） 大村 秀章

・来賓（敬称略）

名古屋市長 河村 たかし

警察庁中部管区警察局 局長 和田 昭夫

総務省東海総合通信局 局長 吉武 久

経済産業省中部経済産業局 局長 高橋 淳

国土交通省中部地方整備局長 局長 勢田 昌功

国土交通省中部運輸局 局長 坪井 史憲

ITS Japan         専務理事 天野 肇

（３）来賓あいさつ 名古屋市長 河村たかし

（４）出展メーカーコンパニオン紹介

（５）アンバサダー挨拶 SKE48松井珠理奈

（６）テープカット

（２）主催者あいさつ

第21回名古屋モーターショー 中部経済新聞社 代表取締役社長 恒成 秀洋

あいちITSワールド2019 愛知県ＩＴＳ推進協議会 会長 大村 秀章（愛知県知事）
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３．愛知県ＩＴＳ推進協議会会長（愛知県知事）の会場視察

○11月21日（木） 9：00～10：30
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【名古屋モーターショー】

①トヨタ自動車（株）

②レクサス

③工業高校エコカー

④職業体験コーナー

⑤パーソナルモビリティ

【ITSワールド】

⑥愛知県ITS推進協議会

⑦トヨタ自動車（株）

⑧(株)デンソー

⑨インターネットITS協議会

⑩自動運転バス試乗会



４．講演会

【講師紹介】

小木津 武樹（おぎつ たけき）氏
1985年8月7日生まれ。慶應義塾大学環境情報学部に入学後、同大学
大学院政策・メディア研究科にて修士課程、後期博士課程を修了。
博士(学術)。2014年4月から2016年1月まで東京理科大学理工学部
機械工学科助教。同年2月から2017年7月まで群馬大学大学院理工学府
助教。2016年12月から現在まで同大学次世代モビリティ社会実装研究
センター副センター長、2017年8月から同大学大学院理工学府准教授。
2004年から一貫して自動車の自動運転に関する研究活動を推進。
自動運転の実証実験や実車デモの経験が多数ある。
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〇タイトル：「自動車の自動運転への取り組み」

〇講 師：国立大学法人 群馬大学 次世代モビリティ社会実装研究センター

副センター長 小木津 武樹 氏

〇日 時：11月21日（木）11：00～12：00

○場 所：交流センター 3階 会議ホール

○定 員：250名

〇応募者：181名

〇参加者：167名



５．学生の研究発表

ITS大学セミナーグループの企画により、「あいちITSワールド2019」の大学ブースに出展している

大学研究室の協力を得て実施しました。

ステージで発表する学生と同グループメンバーとが意見交換等を行う「第一部 意見交換編」と、

ステージで出展内容の発表や質疑応答を行う「第二部 ステージ編」の二部構成で実施しました。

今回の「第二部 ステージ編」では、新たな試みとして、愛知県立大学小栗・河中研究室のご協力に

より、学生による司会進行を行いました。

【発表者及びタイトル】

７

〇タイトル：「あいち発！ITS学生研究ライブ2019」

〇参加者：愛知県内の大学研究室、愛知県ITS推進協議会 ITS大学セミナーグループ

○日 時：11月21日（木）13:00～14:30

○場 所：第１展示館 特設ステージ

○定 員：200名

〇応募者：132名

○参加者：121名

１．愛知工業大学 大学院 工学研究科 機械工学専攻 修士1年 佐野 友哉さん
「愛知工業大学 機械学科における自動車の教育と研究」

２．名城大学 理工学部 情報工学科 4年 福原 知也さん
「IoT技術を活用したバスロケーションシステム」

３．愛知県立大学 大学院 情報科学研究科 メディア情報専攻 修士1年 大溪 紘平さん
「シートベルトバックルによるドライバモニタリング」

４．名古屋大学 大学院 情報学研究科 知能システム学専攻 博士後期課程1年 榮井 優介さん
「自動運転車両のセンサを活用したユーザ-車両間のインタラクションデザイン」

５．大同大学 大学院 情報学研究科 情報学専攻 修士1年 田中 義弘さん
「ドライバの運転行動の分析と安全性評価」

６．名古屋工業大学 大学院 工学研究科 情報工学専攻 修士2年 井上 景介さん
「光の投光による危険の見える化」

７．名城大学 大学院 理工学研究科 情報工学専攻 修士1年 国保 泰久さん
「磁気刺激による居眠り運転防止技術」

８．愛知工科大学 工学部 電子制御・ロボット工学科 4年 峯﨑 大志さん
「VRを用いた道路横断タスクによる視覚的認知機能の評価の試み」

９．名城大学 大学院 理工学研究科 情報工学専攻 修士2年 村山 貴彦さん
「歩きスマホを抑止するシステムに関する研究」



【ITS大学セミナーグループ 参加者】

【司会者】
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所属名 氏名

早稲田大学環境総合研究センター 参事・招聘研究員 石 太郎

アイシン精機株式会社 電子商品本部 第一電子技術部 IC設計・解析センター
第4チーム チームリーダー

木佐貫 豊

株式会社デンソー モビリティシステム企画部 技術企画室 担当課長 加藤 大誠

NPO法人ITSプラットホーム21 アドバイザー 西村 良博

愛知工科大学 名誉教授 小塚 一宏

所属名 氏名

愛知県立大学大学院 情報科学研究科修士2年 小栗・河中研究室 本井 みくに さん

愛知県立大学情報科学部3年 小栗・河中研究室 河口 直暉 さん



企業等によるITSの展示のほか、愛知県内の大学が取り組んでいるITSに関する研究等を紹介しました。

○出展者一覧（17企業・団体、12大学）

○ブース等配置図（番号は上記出展者と対応）

企業・行政ブース

A1 愛知県ＩＴＳ推進協議会

A2 ＮＴＰシステム㈱/㈱ＮＴセブンス

A3 (特非)ＩＴＳ Ｊａｐａｎ

A4 (一財)道路交通情報通信システムセンター（ＶＩＣＳセンター）

A5 (独)自動車事故対策機構/国土交通省中部運輸局

A6 (一社)日本自動車連盟

A7 トヨタ自動車㈱

A8 あいおいニッセイ同和損害保険㈱

A9 中日本高速道路㈱

A10 名古屋高速道路公社

A11 国土交通省中部地方整備局

A12 総務省東海総合通信局/東海情報通信懇談会

A13 ㈱ＴＣＬ

A14 インターネットＩＴＳ協議会

㈱ＩＩＣ

㈱総合物流

(一社)日本ドローン協会

㈱アルファ・デポ

ユーデック㈱

イーブイ愛知㈱

萩原エレクトロニクス㈱

アイサンテクノロジー㈱

㈱マックスシステムズ

ナカシャクリエイテブ㈱

沖電気工業㈱

損害保険ジャパン日本興亜㈱

㈱ＰＡＬＴＥＫ

A15 ㈱デンソー

A16 (一社)ＵＴＭＳ協会

A17 愛知県防災安全局県民安全課

大学ブース

B1 名城大学

B2 大同大学 宮島研究室

B3 愛知工業大学 ロボット研究ミュージアム

B4 中部大学 工学部 ロボット理工学科 平田研究室

B5 群馬大学

あいおいニッセイ同和損害保険㈱

愛知製鋼㈱

㈱アークノハラ

㈱エヌ・ティ・ティ・データ

オムロンソーシアルソリューションズ㈱

新明和工業㈱

住友ゴム工業㈱

綜合警備保障㈱

大和自動車交通㈱

名古屋鉄道㈱

パイオニア㈱

㈱フジクラ

㈱両毛システムズ

群馬大学

B6 愛知県立大学 情報科学共同研究所

B7 名古屋工業大学 佐藤・坂上研究室

B8 豊田工業大学

B9 名古屋大学 大学院情報学研究科 武田研究室

B10 愛知工業大学 ＨＡＶＲｅｃチーム

B11 愛知工業大学 谷本研究室

B12 愛知工科大学 ＩＴＳ研究所

９

６．展示内容
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ITSワールドのエリアが明確になるよう、ITSワールド入口にゲート、名古屋モーターショーとの境界
にスイングバナーを設置しました。また、ITSワールド内の通路にカーペットを敷き、ブースの動線
を来場者にわかりやすく明示しました。

○会場写真



（１）企業・行政出展ブース
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Ａ１.愛知県ＩＴＳ推進協議会

【運転支援技術を体験できるＶＲシミュレーター】

交通事故の防止や自動運転に関する愛知県の取り組みを紹介。またＶＲシミュレー

ターにより、衝突被害軽減ブレーキなどの運転支援技術も体験可能。

（協力：(株)アイロック）

Ａ２.ＮＴＰシステム㈱/㈱ＮＴセブンス

【販売店業務の効率化をサポート】

スマホを使った社用車管理システム「ＤｒｉｖｅＲｅｐｏｒｔ」や次世代鍵管理

「ＫＥＹＰｅｒＳｙｓｔｅｍ」などのＮＴＰグループ商品とＮＴセブンスが運営す

るドローンスクールを案内する。

Ａ３.（特非）ＩＴＳ Ｊａｐａｎ

【持続可能な移動サービスの実現へ】

交通社会の課題解決に向けて産官学・国際連携で取り組んでいるＩＴＳ Ｊａｐａｎ。

会場では多様な地域に対応した持続可能な統合的移動サービスの実現に向けた活動

を紹介する。

Ａ４.（一財）道路交通情報通信システムセンター（ＶＩＣＳセンター）

【ＶＲスコープでＶＩＣＳのメリットを体感】

道路交通情報をカーナビに提供するVICSセンターが目指しているのは渋滞ゼロ社会。

会場では最新VICS対応カーナビの展示や近々利用できる新しいサービスなどを紹介

する。

Ａ５.（独）自動車事故対策機構/国土交通省中部運輸局

【ＮＣＡＰに使われた衝突試験車両を展示】

自動車やチャイルドシートの安全性能を評価・公表する自動車アセスメント(ＮＣＡ

Ｐ:Ｎｅｗ Ｃａｒ Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ Ｐｒｏｇｒａｍ）で用いた衝突車両を展示。

安全な自動車等の普及促進を図る。

Ａ６.（一社）日本自動車連盟

【模擬衝突体験でシートベルトの重要性を再確認】

臨場感のあるVR映像や実際の時速５ｋｍ衝突体験を通してシートベルトの重要性を

啓発する。反射材効果体験やレッカー車展示のほか、子ども安全免許証の発行コー

ナーを設ける。

Ａ７.トヨタ自動車㈱

【先進の安全システム｢ＩＴＳ Ｃｏｎｎｅｃｔ」をジオラマや実写映像で紹介】

交差点での右折時や緊急車両の接近時などで、道路とクルマ、クルマとクルマが通

信し安全運転支援をするＩＴＳ Ｃｏｎｎｅｃｔのうれしさを紹介する。
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Ａ８.あいおいニッセイ同和損害保険㈱

【テレマティクスを活用した保険の未来】

テレマティクス自動車保険のパイオニアとして、より安全・安心なカーライフをど

のように実現していくか、テレマティクス技術を活用した事故対応サービスなどで

紹介する。

Ａ９.中日本高速道路㈱

【ＩＣＴ・ＡＩを活用した道路管理高度化の取り組み】

安全・安心・快適な高速道路空間を提供するため、先端技術を活用した逆走対策や、

旅行時間・渋滞予測精度向上の取り組み、自動運転や隊列走行の実現に向けた取り

組みを紹介する。

Ａ１０.名古屋高速道路公社

【安全・安心・快適な道路サービスを目指す取り組み】

名古屋高速道路全線で運用を開始するＥＴＣ２．０サービスへの取り組みや、構造

物の長寿命化に向けた大規模修繕の取り組みなどを紹介。働く車(道路パトロール

カー)も展示する。

Ａ１１.国土交通省中部地方整備局

【ＥＴＣ２．０、情報サービスの基盤へ】

ＥＴＣの進化版であるＥＴＣ２．０による渋滞回避支援や安全運転支援、高速道路

外への一時退出を可能とする「賢い料金」など新しいサービスをわかりやすく紹介

する。

Ａ１２.総務省東海総合通信局/東海情報通信懇談会

【５Ｇで広がるモビリティ社会】

自動運転を支える移動通信システムや周波数の有効利用技術をパネル展示するほか、

５Ｇを使ったトラック隊列走行など自律型モビリティシステムへの応用を動画で紹

介する。

Ａ１３.㈱ＴＣＬ

【ドライブレコーダー「Ｓｍａｒｔ Ｒｅｃｏ」バッテリーチャージャー

「ＣＴＥＫ」】

当て逃げや車上狙いを記録する駐車監視機能、あおり運転対策になる後方カメラが

付いた最新ドライブレコーダーと、多くの輸入車ブランドに純正採用されている高

性能バッテリーチャージャー「ＣＴＥＫ」を展示。
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Ａ１４.インターネットＩＴＳ協議会

〇㈱ＩＩＣ

インターネットＩＴＳ協議会からの提言を社会実装する活動を通じ、

企業間連携・新事業創出を推進する。

〇㈱複合物流

トラックの隊列・自動走行時代を踏まえ、産業の大動脈である

基幹物流を根本的に解決する物流新幹線計画を推進する。

〇(一社)日本ドローン協会

産業・防災・教育など活躍の場が広がるドローンを安全かつ有意義に利用するための支援活動を提案する。

〇㈱アルファ・デポ

３カメラドラレコ連動バックモニター、３６０度全方位ドラレコ、４ｃｈ車載デジタルレコーダーなどを

展示する。

〇ユーデック㈱

自動運転を基盤とした新しい街づくりのモデルとして沖縄県北谷町の実証実験を紹介する。

〇イーブイ愛知㈱

次世代ＩＴＳ・ＭａａＳを通じ、来る自動運転社会に貢献。遠隔監視、次世代ドライビングシミュレータにも

取り組む。

〇萩原エレクトロニクス㈱

ＡＤＡＳや自動運転システムの開発・評価向けに必要となる走行データを収集する実験車両を展示する。

〇アイサンテクノロジー㈱

自動運転に向けた高精度3次元地図、自動運転車両展示、自動運転システムを紹介する。

〇㈱マックシステムズ

研究・開発用ドライブシミュレータ「ＳＣＡＮｅＲ ｓｔｕｄｉｏ」。自動運転、HMI開発、遠隔監視技術の

評価に活用できる。

〇ナカシャクリエイテブ㈱

「目で見て判断する」の機械化、車両やドローンで撮影した映像から確認したい物体を自動検知し位置情報と

共にDB化する取り組みを紹介。

〇沖電気工業㈱

５Ｇを見据え移動や固定など様々な環境での自由視点映像モニタリング「フライングビュー」を展示する。

〇損害保険ジャパン日本興亜㈱

自動運転サービス実証を支えるインシュアテックソリューションの共同開発およびその内容を紹介する。

〇㈱ＰＡＬＴＥＫ

自動運転・ＥＶ開発用ハードウェアエミュレータ「白虎」の特徴（高速・小型など）をモニターなどで紹介する。
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Ａ１６.（一社）ＵＴＭＳ協会

【安全で安心な交通環境を提供する次世代ＩＴＳ技術を紹介】

路側装置と携帯端末間で双方向通信を行い、歩行者用信号の情報提供等を行うＰＩ

ＣＳや進行先の信号情報提供による安全運転支援を行うTSPSなど安全・安心に配意

したシステムをパネルや映像で紹介する。

Ａ１７.愛知県防災安全局県民安全課

【交通安全疑似体験コーナー】

飲酒体験ゴーグルを使ったダーツゲームと、ながらスマホが原因で交通事故が起き

るまでをVR機器で疑似体験できるブースを設置する。

Ａ１５. ㈱デンソー

【未来のモビリティ社会を支えるコネクティッド技術】

クルマがクラウドとつながることで、クルマとさまざまなサービスをつなげる仕組

みの提供に取り組んでいるデンソー。同社が思い描く、未来の“つながるモビリ

ティ”の一例を紹介する。



（２）大学ブース
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Ｂ１.名城大学 鈴木研究室・山田(宗)研究室・山﨑研究室・松本研究室

【ＩｏＴバスロケ開発、災害時情報配信システムなど】

○ながら歩行における周辺視認性計測シミュレータ

○高齢者の自転車運動能力を評価する自転車シミュレータ

○推奨走行情報の提供で円滑な交差点通過を図るシステム

Ｂ２.大同大学 宮島研究室

【運転行動情報処理の研究】

深層学習による車種認識、カーブ運転行動の分析、ドライバーの視行動の安全性評

価それぞれの研究を紹介するほか、スタッドレスタイヤ自動判別研究に関するポス

ターを展示。

Ｂ３.愛知工業大学 ロボット研究ミュージアム

【地域社会貢献を目指すロボット】

○AIT鉄人プロジェクト・古橋研究室 ○内田研究室・海洋ロボットプロジェクト

○レスキューロボット研究会 ○ロボットアート・からくりプロジェクト

○COBOTTAプロジェクト

Ｂ４.中部大学 工学部ロボット理工学科 平田研究室

【瞳孔・眼球運動に関する研究】

○スマホで眼球運動を計測・評価する技術

○VRを利用した「歩きスマホ」が動体視力に与える影響の評価

○過重力で運動習得能力が向上する「ドラゴンボール効果」の検証

Ｂ５.群馬大学

〇あいおいニッセイ同和損害保険㈱

無人自動運転車の導入が期待される「地域の移動サービス事業」の

実現を見据え、事故対応など保険のあり方を研究。

〇愛知製鋼㈱

独自の超高感度磁気センサー技術を活用した自動運転支援のための

磁気マーカーシステムを展示する。

〇㈱アークノハラ

標識や道路安全施設等の製造・施工に携わる技術と知見をいかし自

動運転車の接近を周囲に知らせる装置を開発。

〇㈱エヌ・ティ・ティ・データ

オンデマンド移動サービスの実証実験などを通し、地域住民のニーズに応じた新しい移動サービスの提供を目指す。

〇オムロンソーシアルソリューションズ㈱

信号交差点において自動運転車の安全かつ円滑な運行の実現に向けた、信号機と連動した走行実験を実施した。
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Ｂ６.愛知県立大学 情報科学共同研究所

【シミュレータで運転能力を評価】

実映像型ドライブシミュレータを用いて運転中の視線計測から歩行者や交差点など

の危険要因を注視できているかどうかを評価し、適切なアドバイスを行う。

〇新明和工業㈱

自動運転車と協調しながら安全かつ高精度な自動入庫を可能とする機械式駐車設備の研究に取り組む。

〇住友ゴム工業㈱

タイヤの空気圧や温度を監視するセンシング技術を活用し、自動運転対応のタイヤ関連サービスの構築を目指す。

〇綜合警備保障㈱

２４時間/３６５日、安全安心を提供するＡＬＳＯＫによる自動運転車両向けの安心ソリューションを紹介する。

〇大和自動車交通㈱

旅客運送事業者として自動運転時代を見据えた新たなビジネスモデルの構築に取り組み、業界の発展を目指す。

〇名古屋鉄道㈱

群馬大学の技術協力を得て２０１９年４月に愛知県では初となる公道での自動運転バス実証実験を実施した。

〇パイオニア㈱

センシングを核としてソリューションを提供する企業として３Ｄ-ＬｉＤＡＲをバスに提供し、実証実験に取り組む。

〇㈱フジクラ

より安全なバスの運行を実現するために乗客の姿勢をセンシングするシステムの開発を行う。

〇㈱両毛システムズ

自動運転を実現するために求められるシミュレーター(ＨＩＬＳ)、ＡＩ・機械学習環境の構築・運用の実例を紹介。

〇群馬大学

完全自動運転の技術開発およびその社会実装に向けた研究を実施。バスや乗用車による地域実証実験に取り組む。

Ｂ７.名古屋工業大学 佐藤・坂上研究室

【ドライバー支援技術を実演】

カメラ・プロジェクター・ディスプレイを用いた最新コンピュータービジョン技術

に基づくドライバー支援技術を実演。特殊な光を投影して速度や距離を計測、可視

化する技術の紹介。

Ｂ８.豊田工業大学

【未来のスマートビークル社会を見据えて】

安全運転支援および完全自動走行(レベル５)の実現に向けた基幹技術を紹介。外界

認識、運転制御の知能化、ＥＶ駆動モーター、形状の設計と最適化、加工技術など

を紹介する。
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Ｂ１１.愛知工業大学 谷本研究室

【創造力を育む授業で製作した作品】

○ワゴンＲ運搬車+ＲＶ化 ○エコラン参戦車両 ○コンバートＥＶミゼットＩＩ

○レストアオートバイ ○ＦＪ１６００水平対向４気筒エンジン

○ＦＦ- ４ＡＴ変速機カットモデル ○蒸気機関車模型

Ｂ１２.愛知工科大学 ＩＴＳ研究所

【ＩＴＳ関連に取り組む研究室の合同展示】

［宇野研究室］９２０ＭＨｚを用い信号機のない交差点での出会い頭衝突事故防止

システムの研究展示。

［板宮研究室］運転中に津波や洪水に遭遇した様子や対処法をＶＲ/ＡＲで疑似体験。

Ｂ１０.愛知工業大学ＨＡＶＲｅｃチーム

【人に優しい遠隔運転要素技術】

完全自動運転を補完するための遠隔運転に必要となる要素技術を開発

○遠隔運転コクピット・認知支援技術 ○遠隔運転車両・運転支援技術

○遠隔運転通信セキュリティ技術

Ｂ９.名古屋大学 大学院情報学研究科 武田研究室

【信号処理理論に立脚した自動運転研究】

データ収集や自動運転の研究に用いている実験車両を展示。人と車両のインタラク

ション、車両内インフォテインメントや車両制御など自動運転研究の取り組みを紹

介する。
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群馬大学次世代モビリティ社会実装研究センターの協力により、ポートメッセなごや東隣特設会場

において、自動運転バスの体験試乗会を実施しました。

（１）自動運転バス試乗会

○参加者数（合計400名）

9:30  試乗会出発１

9:45  試乗会出発２

10:00  試乗会出発３

10:30  VOC・保険システム・遠隔操縦デモンストレーション１

11:00  試乗会出発４

11:15  試乗会出発５

11:30  試乗会出発６

12:00  VOC・保険システム・遠隔操縦デモンストレーション２

13:30  試乗会出発７

13:45  試乗会出発８

14:00  試乗会出発９

14:30  VOC・保険システム・遠隔操縦デモンストレーション３

15:00  試乗会出発１０

15:15  試乗会出発１１

15:30  試乗会出発１２

16:00  VOC・保険システム・遠隔操縦デモンストレーション４

○実施スケジュール（21日午前中は関係者のみを対象に実施。）

21日(木) 22日（金） 23日（土） 24日（日） 計

6回 12回 12回 12回 42回

53名 118名 115名 114名 400名

７．参加体験企画

※各回定員10名
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トヨタ車体の協力を得て、愛知県豊田市内で行われている超小型モビリティのシェアリングサービス

「Ha:mo」を体験できる試乗会を実施しました。

（２）超小型モビリティ試乗会

○参加者数（合計399名）

21日(木) 22日(金) 23日(土) 24日(日)

9:30～10:30 19名 20名 20名 20名

11:00～12:00 20名 20名 20名 20名

13:00～14:00 20名 20名 20名 20名

14:30～15:30 20名 20名 20名 20名

16:00～17:00 20名 20名 20名 20名

合 計 99名 100名 100名 100名

※各回定員20名
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（３）セーフティドライブ同乗試乗会（モーターショー共催）

衝突被害軽減ブレーキを体験できる試乗会を実施しました。

実施協力：トヨタ自動車、本田技研工業、SUBARU、ダイハツ工業

○参加者数（合計451名）

メーカー 車 種
21日
(木)

22日
（金）

23日
（土）

24日
（日）

計 試乗者数

スバル
インプレッサ/ ＳＵＢＡＲＵ
ＸＶ

14組 28組 28組 28組 98組 166名

ダイハツ タント カスタム 4組 7組 7組 7組 25組 41名

トヨタ アクア / カローラ３台 16組 35組 36組 35組 122組 196名

ホンダ
ＦＲＥＥＤ
ＣＲＯＳＳＴＡＲ

4組 7組 7組 7組 25組 48名

38組 77組 78組 77組 270組 451名
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（４）駐車支援システム体験試乗会（モーターショー共催）

駐車支援システムを体験できる試乗会を実施しました。

実施協力：日産自動車、メルセデスベンツ

○参加者数（合計154名）

メーカー 車 種
21日
(木)

22日
（金）

23日
（土）

24日
（日）

計 試乗者数

日 産 リーフ 8組 13組 13組 13組 47組 74名

メルセデス Ｓ４００ｄ 7組 13組 13組 13組 46組 80名

15組 26組 26組 26組 93組 154名
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（５）スタンプラリー

○ラリーポイント設置ブース

・第2展示館内 ・第3展示館

・愛知県ITS推進協議会 ・道路交通情報通信システムセンター

・トヨタ自動車 ・中日本高速道路

○賞品一覧（空くじなし）

・1等 図書カード（5千円分） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・4本

・2等 図書カード（3千円分） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・8本

・3等 図書カード（1千円分） ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10本

・4等 中日本高速道路グッズ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 100本

・5等 VICS各種グッズ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 600本

・6等 トヨタ自動車ミニフラワー ・・・・・・・・・・・・・・・ 500本

・7等 粗品

〇参加者数（合計 3,860名）

21日(木) 22日(金) 23日(土) 24日(日) 合計

430名 486名 1,538名 1,406名 3,860名

名古屋モーターショー・ITSワールドエリア内に設置した６か所のポイントでスタンプを集める

スタンプラリーを実施しました。前回は、中学生以下を対象に、ITSワールドエリア内で実施しま

したが、今回は、全ての来場者を対象にするとともに、また、名古屋モーターショーエリアにも

スタンプを置き、多くの方にITSワールドに来ていただくようにしました。

スタンプを集めた参加者には、ガラポンによる抽選により、賞品を進呈しました。賞品の一部は

協議会会員から提供いただきました。
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８．参考資料

（１）印刷物

ア 出展案内リーフレット（Ａ３ 両面印刷（２つ折り））
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イ 出展要領・出展申込書（Ａ４ 両面モノクロ）



25

ウ 周知ポスター（Ａ２ 片面多色刷）



26

エ 周知チラシ（Ａ４ 両面多色刷）



27

オ 関係者用招待状・ステージイベント参加証（葉書 両面多色刷/片面は宛名面）
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（２）新聞記事

11月22日（金） 中部経済新聞

11月23日（土） 中部経済新聞

11月25日（月） 中部経済新聞

11月20日（水） 中部経済新聞
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11月21日（木） 中日新聞

11月21日（木） 中部経済新聞

11月22日（金） 中部経済新聞

11月21日（木） 中部経済新聞


